
研究のねらい

「家庭科における今日的課題」

平成２０年７月31日（木）～８月１日（金）の２日間

私学会館（アルカディア市ヶ谷） 東京都千代田区九段北4-2-25

東京都中央卸売市場築地市場 東京都中央区築地5-2-1

つきじ田村 東京都中央区築地2-12-11

※研修会に関するお問い合せは、日本私学教育研究所(電話03-3222-1621)にお願いします。

５０名 （先着順。定員になり次第締め切らせていただきます。）

演 題 「ＬＤ・ＡＤＨＤ等の生徒に対する家庭科の授業について」

講 師 大 妻 女 子 大 学 人 間 関 係 学 部 学 部 長 是 枝 祥 子

演 題 「教員免許更新講習の動向と私学の対応」

講 師 財 団 法 人 日 本 私 学 教 育 研 究 所 専任研究員 山 﨑 吉 朗

演 題 「日本の食文化について （歴史･マナー･エコクッキング）」 (含試食)

講 師 つ き じ 田 村 田 村 暉 昭

田 村 隆

テーマ 「参加型アクション志向の導入 ―ジェンダー・藍染め―」

講 師 千 葉 県 立 東 高 等 学 校 教 諭 真 田 知恵子

東京都中央卸売市場築地市場

会 期

募集人員

講 演 Ⅰ

会 場

豊かな人間生活を考える家庭科では、さまざまな相手を受けとめる姿勢も学びます。学校生活の中において、精神面のケアが
必要な生徒に対する家庭科教員の役割も大きくなってきていることでしょう。

学習障害・注意欠陥多動性障害などの症状が見られる生徒の対応に、現場の経験が豊富な大妻女子大学の是枝祥子先生から教
育者としてのアドバイスをいただきます。また、改正教職員免許法の成立により、平成21年4月より教員免許更新制が導入され
ることになりました。教員に直接関わる内容であるこの法律の概要、現在の動きなどを日本私学教育研究所の山崎吉朗専任研究
員より、わかりやすく解説していただきます。さらに実践発表では、行動を通して能動的に学ぶ方法など、生徒の心をとらえた
活気ある家庭科の授業の取り組みを、千葉県立東高等学校の真田知恵子先生から紹介していただきます。そして１日目の最後に
はグループディスカッションを予定していますので、参加される先生方の情報交換も活発に行えることでしょう。

２日目は、首都圏の食文化を支えてきた築地市場を訪ね、生鮮食品の流通の様子を視察し、午後から「和食」をテーマに、試
食をしていただきながら、日本の食文化の歴史やマナーなどの講演を予定しています。講師は「つきじ田村」田村暉昭氏と田村
隆氏の予定です。

平 成 ２０ 年 度

主催 財団法人日本私学教育研究所 後援 日本私立中学高等学校連合会

全国私立中学高等学校

家 庭 科 研 修 会
実 施 案 内

未来を担う
私学人の育成

講 義

講 演 Ⅱ

昭和39年東洋大学社会学部応用社会学科卒業。児童相談所や更生相談所、特別養護老人ホーム、在宅介護支援セン
ター、ヘルパーステーションなどさまざまな介護福祉の現場を経験。平成11年より、大妻女子大学に入職し、現在、
同大学人間関係学部人間福祉学科教授。社会法人日本福祉士会東京都介護福祉士会会長も務める。著書に『Q＆A「ひ
やり・はっと」体験で学ぶ介護』(一橋出版・共著) ，『ソーシャルワーカーのための介護』(有斐閣・編集)，『接遇のプ
ロが教える介護応対事例集』(日総研出版・共著)，『実践Q＆A介護保険の苦情対応』(東京法令出版・共著)，『ホームヘ
ルパーのための訪問介護の役割と展開法』(日本医療企画)，『ホームヘルパーのためのコミュニケーション・ハンドブ
ック』(日本医療企画)，『ホームヘルパーのための 困難事例対策ハンドブック』(日本医療企画)，『高齢期の口腔ケア』
(一橋出版・共著)他多数

フィールドワーク

実践発表

築地市場は、水産物、青果物を取り扱う市場で、その供給圏は都内だけでなく関東近県に及んでま

す。特に水産物については世界最大級の取扱規模であり、我が国の建値市場（それ以外の市場で取引

するにあたって参考となる価格を形成する力のある市場）としての役割を果たしています。

今回は、一般には公開されていない場内の見学および、都内の市場についてビデオを見ながら説明

をお聞きします。その後、場外（一般に公開されています）を見学いたします。



数名のグループに分かれ、日頃お悩みの事柄等について協議していただきます。話し合い

を希望するテーマ等を参加申込書の所定欄（アンケート欄）にご記入ください。

是 枝 祥 子（大妻女子大学大学人間関係学部 学部長・教授）

田 村 暉 昭（つきじ田村）

田 村 隆（つきじ田村）

多 田 朋 之（築地市場東京シティ青果）

真 田 知恵子（千葉県立東高等学校 教諭）

鴫 原 京 子（田園調布学園中等部高等部 教諭）

海 野 晶 子（朋優学院高等学校 教諭）

日 野 三佐子（千葉経済大学附属高等学校 教諭）

山 﨑 吉 朗（財団法人日本私学教育研究所 専任研究員）

田 渕 輝 夫（財団法人日本私学教育研究所 研究研修総括課係長）

1)申 込 参加申し込みの注意をよくご覧になったうえでお申し込みください。

2)申 込 先 財団法人日本私学教育研究所 研究研修総括課

〒102-0083 東京都千代田区麹町3-1-1麹町311ビル8階

電話 03(3222)1621（代表） FAX 03(3222)1683

ホームページ http://www.shigaku.or. jp/

3)申込締切日 平成20年７月18日（金）必着

申し込みは先着順に受け付けいたしますので募集人員をこえた場合は、期日前でも締め切ら

せていただくことがあります。

３３，０００円

申し込み手続き完了後、参加確認証をご本人宛にお送りいたしますので、研修会当日受付

にご提示ください。参加確認証が届かない場合は、上記申込先までご連絡ください。

当 研究 所で は、 参加 され る先 生方 の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、法令その

他の 規範 を遵 守し 、細 心の 注意 を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報は、参加確認証および研修

会参 加の ため に必 要な 書類 の送 付、実施要項の名簿の作成、当研究所の研修会開催等の情報の送付、また何ら

かの理由で研修会に参加される先生方に連絡する必要が生じた場合のみに利用いたします。

1. 参加費 3３ ,000円を別紙指定払込票で郵便局または指定銀行に払い込み、「郵便振替払込受領証」を受け取

ってください。（参加費の領収書に代えさせていただきます。）

※指定払込票以外（各金融機関設置の払込票）での払い込みは事務処理上お取り扱いできません。

※指定払込票への記入は、注意書きをお読みいただき、必要事項を必ず記入し、記入漏れのないようにお願

いいたします。(記入漏れ等の場合、参加確認証の発送が遅れる場合がございます。また振込後に記入漏れ

等に気づいた場合は、速やかに当研究所研究研修総括課にご連絡ください。）

講師・専門委員・指導員(順不同)

参加確認証

参加申し込みの注意

担 当

参加申込み方法

参 加 費

個人情報の取扱について

9 10 11 12 13 14 15 16 17

9:30 15:30

受 開
7月 31日 グ ループ・

会 講 演 Ⅰ 昼 食 講 義 実践発表
(木 ) ディスカッション

付 式

閉
8月 1 日

フィールドワーク 講演Ⅱ(試食を含む) 会
(金 )

式

※研修会終了後、修了証をお渡しいたします。
※２日目は、9:30に、つきじ田村に集合していただきます。
※２日目の昼食は、講演Ⅲの試食にかえさせていただきます。
※日程の都合により、２日目の昼食は13:00頃になりますのでご了承ください。

日 程

グループ・
ディスカッション



2. 参加費は、現金書留での支払も可能です。その場合、参加申込書を必ず同封して、直接研究所宛にお送り

ください。現金書留の場合、参加確認証をお送りする際、領収証を同封いたします。

指定払込票を紛失した場合等は、現金書留をご利用ください。

3. 裏面の参加申込書に必要事項を記入のうえ、研究所宛に郵送またはＦＡＸにてお送りください。その際、

参加申込書の所定欄に振替払込金受領証(コピー)をはがれないように糊付けしてください。

4. 研修会に不参加の場合、返金の精算は研修会終了後約１カ月かかりますので、あらかじめご承知おきくだ

さい。なお、７月25日（水）以降に不参加の連絡があった場合、いったん納入された参加費は返金できま

せん。研修会資料等の発送をもって代えさせていただきます。

5. 宿泊は各自でおとりください。アルカディア市ヶ谷「私学会館」（電話 03-3261-9921）をご利用

に な る 場 合 、 申 込 時 に 「 日 本 私 学 教 育 研 究 所 実 施 、 家 庭 科 研 修 会 」 に 参 加 す る 旨 を お 伝 え い た だ け れ ば 、

優先的にご予約いただけます。

※但し、6月30日までにご予約ください。部屋数に限りがございますので、すでに満室になっている場

合は、お受けできません。

会場（アルカディア市ヶ谷，つきじ田村）道順案内

つきじ田村

●東京メトロ日比谷線築地駅よ
り徒歩１分。

アルカディア市ヶ谷

(私学会館)

■地下鉄有楽町線・南北線市ヶ谷

駅A1-1出口

■都営新宿線市ヶ谷駅A1-1，A4

出口

■JR総武線市ヶ谷駅（中央線より

四ッ谷あるいはお茶の水駅にて

総武線に乗り換え）

※各出口より徒歩約2～４分



平成20年度 全国私立中学高等学校

家庭科研修会 参加申込書
（ふりがな） 男

① 参 加 者 氏 名

女

③
② 学 校 名 職

名

〒

④ 学 校 住 所

電話番号 （ ）

⑤ 参 加 確 認 証 送 付 先 〒
※ 送 付 先 が 学 校 住 所 と 異 な る

場 合 あ る い は 、 受 取 人 が 上
記 の 参 加 者 氏 名 以 外 の 場 合 （受取人氏名 ）
のみご記入ください。

⑥ 参 加 者 連 絡 先 ※

※緊急の場合、確実に連絡がとれる携帯電話番号・自宅電話番号等をご記入ください。

⑦
メールアドレス ※今後、当研究所からの研修会のご案内等のメール配信をご希望の方は、メールアドレス（携帯電話のメールは

不可）をご記入ください。（過去に当研究所の研修会に参加し、申込書等にご記入いただいた方は、す
でに登録されておりますので、記入の必要はございません。アドレス変更の場合はご記入ください。）

⑧ ア ン ケ ー ト 振替払込金受領証(コピー)貼付欄

グ ル ー プ ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で 話 し 合 い を 希 望 す る テ
ーマ等をご記入ください。

※郵送，FAXでお申し込みください。（FAXの場合、振替払込金受領証も同時にお送りください。 受付番号
※複数名の参加の場合は、恐れ入りますが、本参加申込書をコピーしてご記入ください。
※下記の所属長の参加承認に関しましては、個人参加の場合は必要ございません。

平成20年 月 日

財団法人 日本私学教育研究所 御中
上記申込者の平成20年度家庭科研修会の参加を承認いたします。

学校長名 印


